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X線を活用した異物検出技術 
工学部技術・経営工学科 応用材料工学研究室 

 

応用が想定される領域 

 EV用バッテリーの製造、医薬品の製造 

課題と背景、解決方法 

 直径が数ミクロンから数十ミクロン程度の金属異物を高
速に検出する手法を開発しています。これはリチウムイオ
ン電池が衝撃により発火する問題の回避に貢献しま
す。また、医薬品材料等への異物混入を高速に検出
することで、製品の安定性と信頼性を担保します。 

メリット 

 従来は異物検出用の X線と異物の組成を同定するための分析
用 X線の２台が必要でしたが、本手法では１台の X線源で済
むため、装置コストを抑えることが可能となります。 
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